
米空軍参謀総長との懇談の実施について

１０月１９日、航空幕僚長 森田 雄博空将は、防衛省において、米空軍参謀総長

ケネス・Ｓ・ウィルズバック大将と懇談しました。ウィルズバック大将との懇談は、

昨年８月の航空幕僚長就任以降４回目となります。

森田空将は、日米空軍種の強固な信頼関係を再確認するとともに、装備品の共同

生産をはじめとする共通の関心事項について意見交換を行い、航空自衛隊と米空軍

の連携が着実に進展しているとの認識を共有しました。

航空自衛隊は、日米同盟の重要性を改めて認識し、米空軍との協力関係を一層強

化し、地域及び国際社会の平和と安定に引き続き寄与してまいります。
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